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武蔵国埼玉郡彦兵衛新田について
｛ま
め
じ
新田は全国のどこにおいても存在している。したがって新田に
ついての研究は、戦前・戦後を通して優れた研究がなされている
（1
） 
ことは周知のとおりである。
農政学・
操業
史・経済史学あるいは
地理学の立場等、さまざまな角度からその意義や機能が研究され、封建社会における新田の役割が明らかにされている。
本研究は、そのような先学の研究に負うた些細な研究である
が、埼玉県南埼玉郡白岡町字彦兵衛の富士庫家のご好意により、検地帳その他の史料に目が一通す機会を得たので、検地帳の分析を通して、彦兵衛新田の村落構成について若干の考察を試みたもで ←
の
る 。
彦兵衛新田開発の概要
彦兵衛新田は埼玉県の東部に位置し現白岡町字彦兵衛である。
日光御成街道の両側に南北に細
長
く街村
集
落をなしている。
彦兵衛新田は、もと一橋中納言知行の山林であったが、宝暦一
武蔵国埼玉郡彦兵衛新田について（栗原〉
栗
、丘二
1旦
原
為
二年武州葛飾郡幸手領の農民・彦兵衛・新平の二人がこれを開墾
（2
） 
し、彦兵衛新田と称した。
開発に至るまでの経過は詳細にわたっては明らかではないが、
（3
） 
入札書付担覚帳に依りその概要を知ることが出来る。それによるξ
、開発は宝麿二
一年九月、一橋地方役より出された次の廻状に
始まる。
（前略〉右コプゲ村御林七ケ所、此度立木不残御払一一相成候問、望ノ者右ノ村江被越村役人立合勝手次第山中見廻リ、木数見届候上入札可致候。且又右御地御新田開発望ノ者ハ、地所見届ケ地代金納方等致勘弁存寄ノ趣、是文木数入札－尋問加へ尤地代金ノ方何程ニ、木代金ノ方何程ト別々ニ書訳ケ
士宮通－一致可差出
候。ハ後略）
これに応じて入札したものがどれほどあったかは資料がなく不明であるが、彦兵衛等が札開き日限を過ぎて開発願を出し取り上げ
（4
〉
られている。しかし
（前略〉早速御取上ケ被成下難有仕合－一奉存候。然所－一右願
書
御吟味被為遊右直段一一増永被仰付候得共、私共随分高値ニ積立
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たことがうかがわれる。
ところで、彦兵衛新田の開発時期であるが、菊地利夫若「新刊
開発一による、乙、日本全国における新日開発隆盛期の第二回と第三回目の中間、即ち、第二回の開発表微期から第三回の開発隆盛
（6
） 
の初期に適合する。なお これを埼玉県下における新田開発時期からみると末期にあた 。埼玉県の新出開発は、元禄頃までが最盛則で、郷村数の増加をみても元禄年間から文政年間までにわずか二七ケ村 増加を見るに過ぎず、し もその殆んどが享保年間
（7
） 
のものである。つまり、彦兵衛新旧が開発された時期は、享保年間の凶墾事業の延長がこの頃まで及んだものである。
候故過半増水仕候儀ニ難儀二本存候（後略）
と、増永が一仰せつけられ結局一一一貫町一増永し開発許呼を得、前述したように宝暦一二年未開発に着手した。開発払い下げ地積は約目。町歩である。
開発着手後二一年目の安永三年に最初の検地が施行され、以後
安氷八年・天明五年・寛政元年・寛政五年と新開分の検地が行なわれた 。
検地帳により開発状況を示せば第
①表の通りである。詳細にわたっては次項村落構成において検討を加えたいと思うが、その概況を述べてみし ム 》 ヘ ノ 。
｜年代｜安永 3十安永竺l天明ラ年四元年｜寛政ラゲ
開 ｜ 畝 l 畝！畝！畝｜畝
I 32.0 I 105.24 I 123.0 I 87.1 I 2519. 
計 I 32 州4叫日0.27 l 648.15 3168.0 
彦兵衛新田年代別開発地積
彦兵衛新田の村落構成
検
士也
帳
t工
当
時
の
村
落
概
162 .21 : 10 I 成
計 . 31 臼 .06 : 10 I ふ
る
でで 如 地 つ中述彦た
ああ水く日検 い心の兵め
るり田で臼lJ 地 てに一正衛の
、があ地 l辰 身彦冊新不
l-: し全る積に？察兵で Ill -r1f 
畑かく。をよ↓を衛あに欠
も見 示る 進新るおの
中耕ら せ寛地 め問。け史
畑地れ ば政目るの以る料
が状ず 、五別。村ド検で
ι 況全 第年地 落検地あ友は部 ①段積 構地帳る
、 劣畑 表階 成！阪はが
な悪地 のの にを既
宏 、 水 一 一 一 年 一 一 一 町 一 二 反 二 畝 歩 の 検 地 を
受けた開発地が、一五年後の寛政一五年にようやく二倍に達している。ところがそれからわずか五年後の寛政五年には、なんと安永三年の約一
O
倍の三二町歩弱に開発が進展している。これは払い下げ地積の円分の三にあたる。なお、寛政五年以後の開
（5
） 
発は全く進展していない。
以上の事実から彦兵衛新旧開発
の ピ
i
クが、寛政年間の初期にあっ
彦兵衛新田地目別地積表
第①表
第①表
m旧作 九 円林
累
新
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一 一
四
鵠 ＠ 刷 用
下畑は安永三年の検地において
一
町四反
一 一 一
畝 一
一同一歩であった
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次に、検地帳に
一記載されて
い る
員
数について、各年代ご
とに整理したものが第④
表
で
あ る 。
去によ
れ
ば、安永
一 一 一
年にお
いては一一名の一記載がみられ、その後検地の度に新記載者がみられるが、寛政元年まではその数が少ない。しかに寛政五年になると、新記載おが
で
学に
一 一一九名と増加して
い る 。
さらに屋敷所持状況につい
てみると第①表の通りである。寛政五年段階 おいて屋敷持百姓は一六名である。安
永一
一
年の検地では九名を数えて
お
り、このことは開発初期に屋敷
持百姓が多くあったことを
示
している。
また安永三年から寛政五年までの検地帳記載員数の累計は、第
＠表で示したように六一名であるが、このうち屋敷持百姓数はわずかに一六名である。つまり、彦兵衛新町においては無屋敷百姓が多数存在してい ことが明らかである。
以上、検地帳の分析を通して述べてきた諸
事
実を総合する
と
、
次のようなことが
考
察される。
検
年代 ！安永 3年｜安永 8年！天明ラ年！寛政元年｜寛政ラ年（
言要｜ 1 1 14 I 7 I 1 I 
賢明 I 4 I -' I 3 I 
言I I 1 I 15 i 19 I 2 I 61 I 
46 
39 
第④表
累
武蔵国埼玉郡彦兵衛新聞についてハ栗原）
彦兵衛新田への入村状況は、開発当初にお
いては判り合い順調であったが、以後はあまりみられない。これは
彦兵衛新旧の地川地積
からきているものと考えられる。すなわち、開発当初の入村者は屋敷持百姓、いわゆる刊百姓で当然地刊の良い土地を開発している。したがって開発当初で上位 日 開発されて、残りは開発困難な下位の地目となり、その結果、安永
ゴ 一
年以降の入村者が見られなく
なり、開発の進度が遅れたのである。そ で開発の遅れた下位の地日は、寛政年間に至って、近隣村の百姓、つまり出作百姓によって開発された で寛政五年 検地におい 新開地が大量に増加し しかも、それらが無屋敷百姓で占めら も と考えられる。
すなわち、彦兵衛新田の開発は、出百姓お
よび出作百姓によって進められ、開発当初は出百姓によって、寛政年間に至って出作百姓
が開発の中心となっていた主思われる。
（3
）土地所持状況
次に土地所持の状況を眺めてみる。第＠表は、彦兵衛新回の土
地所持状況を屋敷所持の有無別に表わしたものである。この表によれば、屋敷所持の有無にかかわらず各戸の土地所持はきわめて小規模である。すなわち、五反までの土地所持者が両者共半数あ
屋敷持百姓の増加数
年代 ｜安永 3年｜安永 8年｜天明 5年｜寛一政元年｜党政 5年｜言｜ ； 
屋敷持 i 9 I 1 I 1 I 0 I 5 I 16 I 
百姓数 ｜ I I I I I I 
第①表
一 一 五
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第①表寛政5年段階における
彦兵衛新国土地所持状況
屋敷持百姓｜無屋敷百姓
周 一 一 ー ~i 一
実数百弁比！実数｜百分比
5 反迄 1 8 i － ~~－~J 30 i 67 
1町迄！5 I 31 j 10 i- 2 
1町 5 ~ i I I 
口、！－ . li 6151 1 
bι 人ら • I I I 
2 町以，.J 2 ! 13 I 0 I 0 l~：－－iム一両I~~I~正
寛政 5年彦兵衛新田階層別所持
地固と地積
｜屋敷所持地積｜無屋敷所持地積 1
日｜一一一一 「一一 i一一一←寸一一一 i 
｜実数 ｜百分比｜実数｜百分比 i
下 畑 l 畝｜ %｜ ！ 宍
I PJ.10 I 1~＿： 4 ; ~6.14/ 1 
下々畑 j 16.2 [ 64.1 [ s10. J 2s. i 
林 畑 j 20.3 [ 19. [1406.18 : 70.2 ! 
τ「τ…J訂~－~o 1203.7 : ~I 
第⑦表
地
るいは半数以下を占めており、二町歩以上は展敷持百姓において二名を数えるだけである。いずれにしてもこの表にお ては、屋敷持も無毘敷も土地所持の状況は大
義
がない。
しかるに士地所持状
況を視点を変え、地目別地積でみると、ここに両者の相違が明瞭にあらわれてくる。第⑦表は屋敷持百姓と、無犀敷百姓別 、そ 所持する地積を集計し、それぞれの中で地目別に所持する割合を
一示 し
たものであ 。
第⑦表を細かく検討
してみよう。屋敷 百姓の所持地積総計は、一一町七畝二五歩である。これに対して無犀
一一六
敷百姓の所持地積総計は
二
O
町
三
畝一
七歩で、前者の
三
倍であ
る。また第＠表で明らかなように無毘敷百姓の実数は四五で犀敷持百姓数の約
三
倍を占めている。このことは、第①表からは明確
につかめはかった であるが、原敷持百姓個々の所持地積が無毘敷百姓より多いということを示している主考えられる。
ついで両者の所持地積を地円別にみて
みよ
う。毘敷持百姓の最
も多く所持してい 地
H
は下々畑である。これに対して無医敷百
姓は林畑を最も多く所持し、実
に
その訓合が七
O
パーセントを占
めている。またド畑の所持について両者を比較すると、前者の一五・凶パーセントに対 後者 わずか
に
一 ・
三
パ
I
セソトの所
持しかない。すなわち、尾敷 は無屋敷百姓に比較して、比較的
k
位の地日（下畑・下々畑》の所持比率が向く、逆に林畑の
所持比率が低いと うことである。
このことは、川百姓と旧作百姓の項で既述したように、彦兵衛
新聞の開発が初別には入村者がみられたのであ が その後は開兎地の地日が下位であったため、出百姓主 入村し開発を進めるものがなく、寛政一年間に至って近隣村から 出作百姓によって閉廷が進め
ら
れていったということをさ
ら
に明確にするものであ
る 。
なお
、上地所持の状況を間々について検討すると、第①
表
、寛
政
ι
年段階に
お
ける彦兵衛新旧士地所持状況で明らかなように、
二
町本以上
の
所持
者は二
名で
あ
る。これ
は彦
兵衛新旧の名下職で
あった新平と、それに彦七というものである。新平・彦七の所持地積は険地の度に哨加して、新平ば、総計
二
町四反六畝九此少と叫取
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彦兵衛新田出百姓出身分布
<Ifi) 
2.Skrn 
。
一口問の土地所持者で彦七がこれについでいる。また、彦兵衛新田の開発願人である彦兵衛忠左衛門、友七等も比較的多くの土地を所持しているところから考え、彦兵衛新旧は名主新平を頂点に、開発郎、人等を中心に村部の支配が行なわれていたと思われる。
（4
〉出百姓の出身地
彦兵衛新出に入村し、村、．としての基艇を築いた出百姓の出身地
（8
） 
を、文政十
三年
の宗門人別
書
上帳、および入札
寄
付加党帳から、
その概略を考察してみる。もちろん、これだけの資料からは全，貌を伝えることは出来ないが、しかし、およその傾向だけはつかむことが出来る。
武蔵国埼玉郡彦兵衛新聞について（栗原）
れ門人別引十円上帳による彦兵衛新開店住者の日一那寺は、中根村・
捉根村・士川羽村・太田新井村・上野町村等である。また、入札軒什初覚帳に印された願人の住所は、中恨村・提根村・
4下手町・市
須賀村とされている。
このことから彦兵衛新聞山一向性の古村を閃に表わすと初① が
くとなる。
山百姓の山’身地の分布は大きく
一 一一つに分かれている。すなわち
彦兵衛新川より
北の
ギ手町方面
、さ
らに
北
東の提根方出
、そして
彦兵衛新出の周凶。いずれも彦兵衛新聞から一
0
キロ以内の村々
である。
資料が限ら
れた
ものであるため、分布状態を数的にあらわすこ
とは出来ないが、一応の傾向は把握出来ると考える。
な
お
、これら方面からの出百姓によって彦兵衛新田が構成され
たのであるが、仏寺として最勝寺・神社として浅聞社が建立されている。最勝寺の創立については資料がなく不明であるが、浅間
ハ9
）
社は安永三年の創立 ある。
このことから、彦兵衛新聞は第一凶の検地である安永
三
年頃ま
でに村裕としての形成がなされたものと思われる
Q
四
おわりに
彦兵衛新日は村に居住
している少数の山
百姓と
、
多数の出作百
姓とで構成され、名主新平を中心に村の経営がなされていたが、
ιー
、
AUJ
名主新平が町人であるこ勺十、彦兵衛新田 開発加 江戸時代の
（ 日 ）
後別であることおよび村落の構成等から、新聞の類型は町人請
，じ
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負新田に属するものと考えられる。
その場合、村落構成という言葉の解釈を広くとり、名主新平と
山作小作
農との関係や
村
落を構成する
人々の状態、また、百姓
生
活を支えるところの村の商品作物などにまで考察を深めることが今後の研究課題になろうと考える。
本稿は、検地帳を中心に他の限られた資料から、彦兵衛新聞に
おける村落構成の一端に触れたのであ が、検地帳の分析並びにその考察の未熟さから、古きたりない点また、誤まりなどが多かろうと忠われ 。今後の研究方向や本稿 誤 りをご教示いただければ幸いであ
／ヘ
1 
）注
1fi 木 *i 松主
j接村ク地好な
好 利 貞 も
一斑 犬犬の
「「 「 「は
新新新新次
山田悶悶の
村！？自 問のと
落発 発研お
」 」」究り
上」で
・ οコ
下る。
（2
）武蔵閏郡村誌一一九
L
（3
）富士庫家所蔵文書
（4
）
「 （ 前 ，
m
）右入札御問キ時分
ハ御用ニ出
被候故
－ 一 間 － 一 合 兼 巾
校。入札御開キ日限過候得共、乍恐奉願上候（後略）」
（5
）武蔵国郡村誌に彦兵衛新同
の税地が畑
三 一
町六反八畝六歩
と記されている。これは、寛政五年段階における院地と同
一一八
地積である。
（6
）菊地利夫者「新田閥発」一一五頁
氏に
よると、開発
降感期の第一回は寛永
i
寛文（一六二円
｜
三ハ七一一）、第二回は元禄｜延字（一六八八
1
一 じ 同 七 ） 、
第三回は寛政安政（一七八九
1
一八正九）。
一哀微期の第一回は延宝元禄（
一
六七二
一ー ー 一 七
O
三）、第
二回は
一川文
1
天明（一七一二六
l
一
じ八ぺ）となる。
（7
）埼玉県史六巻
埼玉県における郷村数の増加
元禄年間の検地一九九
O
村
新編式歳風士記稿（文政年間）
二
O
一七村
で二七ケ村の増加である。
ハ8
〉富士庫家所蔵文
書
（9
）武蔵国郡村誌一一巻
（叩）入札書付知党帳に開発願人新平の住所が、神田豊崎町二丁
目と記されている。また、十日若の伝えるところによると新平は江戸で多くの財’毘を築いていたということである。
（日）菊地利た汗「新聞開発ー一一八八百に次のように日記されてい
る 。「企業型
の町人
請負新旧
の 村 山
消とは在
村し
ている
新田百性
は少なくまわりの古村から通い作りしている出作百姓のおびただしいことが特色である
｝
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